　　
令和  　年  　月 　　日
教学IRセンター長　殿

下記の通り、報告いたします。
	IRデータ活用報告書

	報告者
	□全学
□医学部　　
□看護学部
	［
	
	］
	□委員会　□科
□部　　　□課
□センター

	
	氏名：
	
	役職：
	□学長　　□副学長　　□学部長
□研究科長　　　□上記機関の長

	
	e-mail: 
	
	@dokkyomed.ac.jp
	PHS:
	
	内線:
	

	活用した
IRデータ
資料名
	



データ分析依頼書No. 

	IRデータ
報告先
	

	会議体での
報告日
	
	年
	
	月
	
	日

	IRデータ活用状況（会議での検討内容）：　　　　　　　　　　　　　　※議事録添付必須






	IRデータを基に実施したこと［日付］：





	改善結果：　　　　　*具体的な改善結果が得られていない場合は、期待される改善項目






	ホームページでの公開　　　※具体的な改善結果が得られた場合のみ記入
□ 公開可（内容についてはご相談させていただきます）　　□ 検討可　　　□ 公開不可　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例

令和  5年  7月 28日
教学IRセンター長　殿

下記の通り、報告いたします。
	IRデータ活用報告書

	報告者
	□全学
□医学部　　
■看護学部
	［
	教務
	］
	■委員会　□科
□部　　　□課
□センター

	
	氏名：
	　獨協 花子
	役職：
	□学長　　□副学長　　□学部長
□研究科長　　　■上記機関の長

	
	e-mail: 
	hana-d
	@dokkyomed.ac.jp
	PHS:
	8888
	内線:
	5555

	活用した
IRデータ
資料名
	
『○○年度 4年生のディプロマ到達度に関する報告』
『○○年度 4年生からの評価に基づくカリキュラム評価結果』

データ分析依頼書No.  N230324

	IRデータ
報告先
	△△月度
○○□□委員会
	会議体での
報告日
	2023
	年
	4
	月
	12
	日

	IRデータ活用状況（会議での検討内容）：　　　　　　　　　　　　　　※議事録添付必須
・○○年度4年生は概ね学位授与に相当する力を身につけたと評価された。
・「～～～」の満足度が低い状況について、■■■の実施が改善案として出された。
・「◇◇力」「○○力」が向上/低下した理由について、追加分析を要望する声があった。
・『（○○対象）～～～～説明会』にて、資料として活用した。


	IRデータを基に実施したこと［日付］：
・～～～について○○するよう、学部教員にメールを配信した。［2023.4.17］
・学生に○○を実施した。［2023.6.14］



	改善結果：　　　　　*具体的な改善結果が得られていない場合は、期待される改善項目
・「○○力」が過去〇年間で△△ポイント上昇した。
・「～～～」の満足度が低い学生が前年度に比べて○○人に減少した。
・「～～～」の参加率増加*
・「○○力」の向上*


	ホームページでの公開　　　※具体的な改善結果が得られた場合のみ記入
■ 公開可（内容についてはご相談させていただきます）　　□ 検討可　　　□ 公開不可　



